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第7講　社会階層と職業
田中重人 (東北大学文学部准教授)

[テーマ] 階級・階層論の基本概念

1 課題
別紙 (橋本, 2003) で使われている「階級」の分類はどのような仕組みになっているか?

2 階層とは
社会的資源 (social resources): 人々の欲求の対象である希少な財

「希少」(scarce) とは、資源が全員に十分に行き渡るほどには存在しない状態を指す。

(社会) 階層: 社会的資源の保有状況による人々の序列または区分

区分された個々のグループ (stratum) をさすことも、序列化・区分された状態そのもの (stratifi-

cation) をさすこともある。後者の意味では「階層構造」または「成層」ということばを使うことも
ある。
序列の基準となる「社会的資源」は、いろんなものをふくみうる。ただし、実際の研究において

は、職業的地位またはそれに付随して分配される社会的資源 (賃金や威信など) が重視されてきた。

→ 教育・職業の領域における競争と闘争
→ 家族や政府を通じて分配される社会的資源は?

3 階級とは
経済の仕組みから不平等を説明するのが「階級論」である。

生産手段 (means of production): 経済活動に使われる手段のうち、労働以外のもの
階級 (class): 生産手段の保有状況によって区分された階層

階級区分の基準として、生産手段や他者の労働などをコントロールする「権力」(power) を加味す
ることもある。



資本家階級 (capitalist class):

旧中間階級 (old middle class):

労働者階級 (working class):

(新中間階級) (new middle class):

実際の研究においては、「階層」とほぼ互換的に使われている。

• 従業上の地位
• 企業規模
• 役職
• 職業: blue-collar (manual labor) vs. white-collar (non-manual labor)

などを使用した種々の「階級分類」(または「階層分類」) が存在する。

4 社会移動とは
社会移動 (social mobility): 個人の人生を通じた階層間の移動

特に出身家族と学歴の影響が注目されてきた。

→ 個人の「地位達成過程」(status attainment process)

5 不平等問題の 3つの次元
• 不平等の度合いそのもの → 貧困 (poverty) の問題
• 個々のシステムにおけるミクロな分配 → 差別 (discrimination)

• 社会全体でみた属性と分配 → 開放性 (openness)
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